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はじめに
2016年12月21日に出された中央教育審議会の「幼稚園、小学
校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について（答申）」（＝中教審答申）では、「中
学校教育と高等学校教育の接続」にかかわって、五つの配慮事項
が列挙されている (I)。そのうち第一から第四までの事項のポイ
ントは、中教審答申の「概要」において、次のように整理されて
いる (2)。
①中学校においては、義務教育段階で身に付けておくべき
資質・能力をしっかりと育成した上で、②高等学校では、必
要に応じて学び直しの視点を踏まえた教育課程を編成すると
ともに、③生徒が適切な教科・科目を選択できるよう指導の
充実を図る。④また、高等学校入学者選抜について、資質・
能力を育む次期学習指導要領の趣旨を踏まえた改善を図る。
また要約の埒外に置かれた第五の事項の全文は、次の通りであ
る (3)。
⑤なお、中学校と高等学校との円滑な接続の観点からは、
中等教育の多様化を一層推進し、生徒の個性をより重視した
教育を実現するため、中高一貫教育制度が設けられていると
ころである。子供たちの現状や地域の実情に応じ、こうした
制度を活用して特色ある取組を展開していくことも考えられ
る。
以上の中教審答申の指摘を受けて、 2017年版中学校学習指導
要領 (3月31日改訂・告示）と2018年版高等学校学習指導要領
（同じく 3月30日）のそれぞれにおいては、中・高各々の立場から、
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相互の接続について、次のように述べられている。
「高等学校学習指導要領を踏まえ、高等学校教育及びその
後の教育との円滑な接続が図られるよう工夫すること。特に、
中等教育学校、連携型中学校及び併設型中学校においては、
中等教育6年間を見通した計画的かつ継続的な教育課程を編
成すること」 (4) 0 
「現行の中学校学習指導要領を踏まえ、中学校教育までの
学習の成果が高等学校教育に円滑に接続され、高等学校教育
段階の終わりまでに育成することを目指す資質・能力を、生
徒が確実に身に付けることができるよう工夫すること。特に、
中等教育学校、連携型高等学校及び併設型高等学校において
は、中等教育6年間を見通した計画的かつ継続的な教育課程
を編成すること」 (5) 0 
そして下線部分のトーンの違いに注意しつつ、それに続く箇所
を順番に読み進めると、短期間のうちに、文部科学省の姿勢が随
分と前のめりになっていること、すなわち公立学校における中高
一貫教育の導入・推進に向けて、中高一貫教育制度を活用し、中・
高を一貫した教育課程を編成することについて、国側が、より積
極的になっていることが、はっきりと見て取れる。
しかし世の中の大多数の人々からすれば、中高一貫教育といえ
ば、公立よりもむしろ、私立の方こそが、真っ先に思い浮かぶは
ずである（国立のことは考えないものとする）。公立中高一貫校
は、まだ歴史が浅く、普及途上どころか、空白地域ばかりである
のに対し、同一の学校法人が設立する私立中高一貫校は、もっと
早くから整備されており、特に東京都、少し広げて首都圏（首都
圏整備法の定義ではなく、近年の官公庁や民間団体の慣例、各種
統計資料での用法に従い、東京、神奈川、千菓、埼玉の 1都3県
から成る東京圏を指す言菓として用いた）、そして全国各地の（大）
都市部において、例えば伝統校、名門校や新興校から、進学校や
大学附属校、男子校、女子校や共学校、サイエンスコースを開設
している、グローバル教育に力を入れている、或いは建学の精神
を生かした独自の校風を持つ学校に至るまで、幅広く、しかも数
多く存在している。そこではユニークな実践が、スムーズな連携
を意図して展開され、方法上の優れた知見が蓄積されているので
はないか。中・高6年間の内容を 1年前倒しして、 5年間で終え
てしまう大学受験シフトを敷く一部私学のカリキュラムに学ぶく
らいの柔軟さと大胆さが、公立学校関係者には求められているの
ではないか。にもかかわらず、私立学校の中高一貫教育実践を俎
上に載せた成果物は、まず見当たらない。少なくとも筆者は、寡
聞にして知らない。果たしてそれでよいのか。本研究は、こうし
た考えに基づき、また先行研究の不備を補い、有益な参照基準を
提供するために、企画・遂行される。
本研究の課題は、私立中高一貫校における接続／アーティキュ
レーション (articulation)の実態を事例的に把握することである。
具体的には、宝仙学園中学・高等学校（東京都中野区。正式名称
は、後に共学部理数インターと続くが、副題も含めて本研究では、
その部分は省略する）のケースに着目して、 6年間の流れをどの
ように構想しているか (II)、私立ならではの中高一貫教育実践
はどのようなものか (ill)、以上の二点を明らかにする。
なお I、I、Nは助川が単独で、 mは助川と坂本（元宝仙学園
中学・高等学校副校長、 2015年4月から2019年3月まで）が共
同で執筆した。全体を見直し、最終稿を確定する作業は、助川が
担当した。
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ステージマップの策定
宝仙学園中学・高等学校では、中学入学から高校卒業までの 6
年間が、学年 (1年単位）や就業年限（各3年）とは別の区切り (2
年ごと）を挿入することによって、段階的なプロセスとして再編
されている。次の通りである (6¥ 
I
 
ステージマップに基づく支援方法
心と体が大きく成長する 13歳から 18歳までの 6年間は、
発育段階に応じた教育が重要です。 1~2年生の間は「基礎
定着期」。理想的な学習習慣•生活習慣を身につけ、チーム・
1
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理数インターの一員としての行動力を養います。 3~4年は
「意識改革期」。検証と考察を通して、自分なりのまとめがで
き、社会への視野が広まります。 5~6年は「自己実現期」。
大人に頼らず、自ら考えて行動し、課題解決型の自主学習を
身につけます。ステージマップを通じたサポートで、生徒た
ちは無理なく、自分らしい将来像を描き、希望する進路を現
実のものにしていきます。
1• 2 年基礎定着期（中 1• 2) 
学習習慣の定着
基本的生活習慣の確立
↓ 
3・4年意識改革期（中3. 高 1)
自主学習の確立
計画と自己分析
↓ 
5・6年自己実現期（高2・3)
課題解決型の自主学習の確立
長期的な計画と自己コントロール
↓ 
夢を実現するたくましさ、ゆるぎない自信
―1
0
 
宝仙学園中学・高等学校では、中 1~高3を1~6年とみなし、
また中学卒業と高校入学の節目を残す一方で、 6年間を三つのブ
ロックに等分し、各期の課題を順次クリアすることを通じて、自
立的かつ自律的な自己の形成という最終的な目標を達成するとこ
ろまで、生徒を導こうとしている。特に中・高の両方にまたがる
中期において生徒は、前期で形成した習慣を土台として、自ら学
び、自ら考え、自分自身をよく知り、自分の進む道を思い描くよ
うに求められており、後期には、その強化•発展や明確化を図る
ことになる。
しかし 2・2・2制それ自体は、宝仙学園中学・高等学校のオ
リジナルでは決してなく、同じ時間区分を採用している学校は、
実は全く珍しくない。各期の性格にしても、細部はさておき、基
本的に似通っていることが多い。例えば城北中学・高等学校（東
京都板橋区）では、次のような仕組みになっている (71a
3つの扉／ステップで確かな学力を養う、城北の教育プログ
ラム
本校では1993年から、中・高6年間を「基礎期」「錬成期」「習
熟期」の3期に分けて連携させる独自の「3期体制」を構築。
各期の間で生徒の発達段階に応じた教育目標を掲げ、一人ひ
とりの生徒が目標に向かって努力し、成長を遂げられるよう
に指導を行っております。
基礎期（中 1• 2) 
一基本的な生活習慣の確立と基礎学力の定着一
基本的な生活習慣の確立と教科の基礎力を高め、共に高
め合うことに必要な思いやりを習得。創造力、思考力、コ
ミュニケーション能力や多様性を受け入れる広い心も身に
つけます。
↓ 
Stepl 
錬成期（中 3 • 高 1)
ー自律的・自主的な学習習慣と将来に向けた適性
の発見一
基礎学力から、さらに応用できる力を養うと同時に、社
会に目を向け、将来について真剣に考えます。各行事を通
して幅広い視野を身につけながら自分自身を見つめ直し、
将来設計をしていきます。
↓ 
Step3 
Step2 
習熟期（高2・3)
ーより高度な学力や豊かな教養と将来ビジョンの
実現ヘー
理系、文系の進路選択をし、学内の諸活動においては、
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中心的な活躍をしていきます。そして、大学受験に向け専
門的な 4コースに分かれ、必要な学力や豊かな教養、問題
解決能力を身につけます。
グローバル教育の展開
宝仙学園中学・高等学校では、世界に通用する人材、グローバ
ルリーダーの育成を教育目標に掲げて、次の三つの実践が行われ
m
 
ている。
第ーは、英語教育の充実である (8)。中 1• 2では、基本を徹
底して学ぶとともに、座席から立ち上がって身体を動かしたり、
音を聞いて反応するなど、ゲーム的な要素を取り入れた活動や、
例えば「自分の好きな季節を述べなさい」といったテーマに対し
て、「最初に結論を出し、後から理由を述べる」という英語の作
法に従って、（もちろん英語で）自分の意見を述べる機会を設け
ている。中3までに、教科書の内容をすべて暗唱し、英検3級を
取得することができるように指導している。そして中・高合同で、
英語プレゼンテーションコンテストを実施している。
英語を通して、学びの成果を自在に表現する
生徒たちにとって、大きなチャレンジであり、同時に楽し
みの場でもあるのが英語プレゼンテーションコンテストです。
中学 l年から高校 l年までの全員が、まずクラスの中で英
語プレゼンテーションを行います。英語をよどみなく話すの
はもちろんのこと、発表の仕方、言葉や間合いなどもポイン
トです。一方的に自分のことを話すのではなく、聞き手を引
きつけ、しっかりと主張することを学び、将来、パフォーマー
として世界に出て行くための基礎を作っていきます。
そしてクラスから選抜された生徒たちは、 360度客席に取
り囲まれたステージに立ち、プレゼンテーションを行います。
大勢の人の前に立ち、身体を使って話し、表現することは大
きなチャレンジです。聞き手の生徒たちが投票を行うので、
結果がはっきりと見え、失敗すると悔しく、成功すると嬉し
い。そのメリハリある経験の積み重ねが、高校2年生のとき
に行うアメリカ研修旅行での発表につながっていくのです。
第二は、独自教科「理数インター」の開設である (9)。将来国
際舞台で活躍するために求められるコンピテンシー、或いは資質・
能力として、次の三つの力を設定し、その育成を中・高6年間を
通じて系統的に行っている。
物事を論理的に考える力を身につけ、
自分の考えや意見を多くの人の心に響かせるために
論理的に考える力「理数的思考力」。心と心を通わせるカ
「コミュニケーション能力」。発表する力「プレゼンテーショ
ン能力」。これら 3つの力が備わっていることは「21世紀の
世界標準」といえます。
理数的思考力：問題を発見し、仮説を立て、検証する。ぅ
まくいかなった場合、別の方法や視点でアプローチを繰り返
す。こうしたプロセスを通して身につける、物事を論理的に
考える力です。
コミュニケーション能力：相手を受け入れ、その意見に耳
を傾けられる力。そして、自分の考えや意見を様々な表現方
法を駆使して、人に伝えることのできる力です。
プレゼンテーション能力：説得カ・構成カ・表現カ・分析
力をみがいて、自分の意見や考え、研究の成果などを多く人
の心に響くように発表する力です。
私
立
中
古
向
一
貫
校
に
お
け
る
接
続
／
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
（
助
川
・
坂
本
）
~ 
第三は、中・高それぞれの段階で、生徒全員を対象として行わ
れる海外研修旅行である。
まず中学校では、 3年次に、シンガポールとマレーシアを訪問
する (IO)o 
中学アジア研修旅行 (3年）
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アジア社会を旅して、自分自身を知る。
文化背景の異なる民族が共存するシンガポールの街を歩き、
様々な文化が融合する様子を体感。隣国マレーシアでは班別
に村を訪問。民族衣装を着たり、家庭料理を味わうなど生活
文化を身近に体験します。日本を知り、アジアを知ることに
より、高校2年生のアメリカ研修旅行に役立ちます。
1日目：成田発、空路シンガポールヘ
2日目：シンガポールの中学校と交流
シンガポール市内見学
多文化社会で活躍する日系企業訪問
3日目：陸路（バス）
ジョホールバル（マレーシア）
カンポン（村）を訪問、班別にホームステイ
4日目：シンガポール市内散策（班別行動）
イスラムモスクやヒンドゥ寺院、中華街を訪れ、
他民族社会を知る
5日目：シンガポール発、空路成田へ
次に高校では、 2年次に、 アメリカを訪問する (11)0 
高校アメリカ研修旅行 (2年）
―
―
四
2年次には全員がアメリカに研修旅行へ。
「学術体験」、「自然体験」、「異文化体験」の 3つを柱に学び
を深めます。
学術体験では、スタンフォード大学を訪問。さらにトーナ
メントで選ばれた生徒による、現地での英語プレゼンテー
ションも行います。自然体験ではヨセミテ国立公園へ。壮大
な景色の中を歩きます。異文化体験では、サンフランシスコ
では数人のグループに分かれ、生徒たちだけで街歩き。実際
に行くことで得られる学びがあります。
1日目：成田発、空路サンフランシスコへ
2日目：サンフランシスコで昼食後、スタンフォード大学
ヘ
スタンフォード大学生によるキャンパスツアー
3日目：スタンフォード大学見学
4日目：カリフォルニアの大自然を眺めながら、
国立公園へ
5日目：ヨセミテ国立公園見学
6日目：サンフランシスコヘ戻り、エンターテイメント見
学
7日目：サンフランシスコ市内自主研修
8日目：サンフランシスコ発、空路成田へ
ヨセミテ
これらに加えて、「世界を心と体で感じる体験研修（希望制）」
のプログラムとして、中学生には、「セブ島丸ごと英語体験研修」
と「模擬国連（シンガポール大学）」、高校生には、「ニュージ一
ランド語学研修」と「マルタ島語学研修」の機会が設けられてお
り、さらには「短期海外留学制度」をオプションで活用すること
ができる (12)0 
このように宝仙学園中学・高等学校では、英語力を磨き上げ、
国際標準の学力を育み、それらを現地の外国で活用するための一
連のカリキュラムと授業を基軸として、中高一貫教育実践が試み
られている。そしてそれは、同校の語法に従うならば、グローバ
ル教育の取り組みとみなすことが可能である。
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五
理数インターのグローバル教育
国際共通語としての英語力も磨きながら、「理数的思考力」
に基づく「コミュニケーション能力」、「プレゼンテーション
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能力」を育成。
学校を離れたフィールドで多感な感性を涵養し、さまざま
な場所で実際に体感できる、学びの機会を提供します (13)0 
おわりに
本研究では、宝仙学園中学・高等学校が、異校種間をつなげる
／アーティキュレートするために、どのような方策を講じている
かについて考察してきた。その結果、次の二点を確認することが
N 
―
―
六
できた。
(1) 中等教育6年間が、 3年ずつの前期と後期のままでは
なく、 2年X3期に分割し直されており、中3と高 lの
生徒は、ともに中期に位置づけられている。
(2) 中・高の英語、教科「理数インター」、海外研修旅行
を縦・横断的かつ相互に関連づけることで、一種の共通
実践として、グローバル教育が営まれている。
以上の二点が、宝仙学園中学・高等学校における接続／アーティ
キュレーションの形式と実質を物語っている。
しかし、このような結論に到達してもなお、これまでの論述が、
宝仙学園中学・高等学校の取り組みの真相にどこまで迫り得たか
については、全く心許ない。あまりに多くの問題が、究明される
ことなく残されている。例えば今後の課題を一つだけ挙げるなら
ば、保護者の期待、或いは家庭の教育戦略に応えて、大学進学実
績の向上を果たしているかどうかという観点から、同校の中高一
貫教育実践の効果を丁寧に検証する必要がある (14)。地域の学校
とは異なる中高一貫制の私立学校ならではの強みや魅力、選ばれ
る理由とは何か。それは、毎年の受験シーズン終了後に、難関・
有名大学合格者数の高校別ランキングとなって表れているという
のが、今昔変わらぬ通説であろう。一方で、その真価は、数字の
みで測られ、語られるべきものではなく、「『いい大学に行ける！』
は、おまけです」 (15) という声があることも承知している。いず
れにせよ、綺麗事を言うのではなく、世間の本音に向き合う姿勢
を心がけたい。
注
(1)文部科学省教育課程課・幼児教育課編
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(2)同上 p.19. 
(3) (1) と同じ
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東山書房 2018年 p.23. 
(5)文部科学省 『高等学校学習指導要領（平成30年告示）』
東山書房 2019年 p.26. 
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